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五小っ子
学 校 教 育 目 標

『生 命を大切にし、進んで学ぶ
™─∟

心身ともにたくましい子どもを育成する』
ủ ╛↕⇔↕™∫┐™ ủ ⅛⇔↓↕™∫┐™ ủ √ↄ╕⇔↕™∫┐™

教育目標実現を目指し、子どもたち一人ひとりを大切にし、全職員で力を
合わせ、日々の教育活動に取り組みます。

早いもので師走となりました。明日は二十四節気の第２１大雪です。
２学期の登校日数も１０日となり、学期末&年末らしい学校生活が続

いていきます。
１２月３日（火）、寒風吹きすさぶ復興アリーナ周回コースで実施した持久走大会では、

沢山の応援をいただきました。育友会保体部と生活安全部の皆様にはコース監視に御協力
いただき誠にありがとうございました。改めてお礼を申し上げます。

小学校初めての大会となる１年生、最後の大会を迎えた６年生には、ひときわ大きな声
援が贈られたようでした。

－児童感想より－
○ 練習よりも１分近く速くなりました。本番まで夜も走って速くなることを意識して頑張ってきたの

でうれし涙が出そうでした。これで、苦手だった運動も大好きになりました。楽しかったです！

（６年女子）

○ ２位になれてとても嬉しかったし、今まで練習してきて良かったなあと思いました。みんなの応援

も、とても力になりました。「負けたくない心」「最後まであきらめない心」がついたと思います。

（６年女子）

○ おともだちのあしにひっかかってしまったけど、たち上がって、いっしょうけんめいはしりました。

せんせいが「じぶんにまけるな。」といいました。じぶんにまけないようにしました。

まえにいるおともだちをぬけました。はしっているとき、おばあちゃんとおかあさんが「がんば

れ。」といったので、がんばりました。 （１年女子）

素敵な感想！冬休みも安全に気をつけて親子でジョギングに取り組むのもいいですね。
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－校長講話から抜粋－ 人権って何だろう？
人権というのは、世界中の全ての人が大切に

されるということなのです。今から７１年前の
１２月１０日、この地球上からみにくい争いを
なくしたいという強い願いからフランスのパリ
において,「すべての人とすべての国とが達成
すべき共通のめあて」として,「世界人権宣
言」が決められました。

１２月１０日は世界中の国が人権について考
える「世界人権デー」という大切な日なのです。

日本では１２月４日から１２月１０日までの
１週間を人権週間と決めて、いろいろな行事が
行われます。あいさつ通りにある「人権コーナ
ー」各学級の「仲良し宣言文発表」「全校合

唱」どれも大変素晴らしかったと感心しています。
今日は、島原市人権擁護委員の皆様に永石先

生の絵本「心のバケツ」の読み聞かせをしてい
ただきました。みんなの心にしっかり残りまし
たね。

今日の人権集会でまた一つ「やさしさいっぱ
い」が育ったと思います。
「五小っ子の皆さん、残り少なくなった２学期
をおだやかに過ごしましょう。」

師走になると良く使われる言葉に「忙しい」
「慌ただしい」
がありますが、心を亡くすと書くのが「忙」
心が荒れると書くのが「慌」です。

これではいけないと、私自身１２月になるといつも心に留める詩を掲載しましたので、
是非ご一読ください。
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